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研究成果の概要（和文）：本研究は，学習者の理解や運動有能感，戦術的情況判断能の変化等を

分析することを通して，役割意識を強調するボールゲームの戦術アプローチの有効性を明らか

にした．まず，従来のタスクゲームを用いた指導と，役割意識を強調する指導を比較し，プレ

イヤーの戦術的情況判断能の変化を検討した．また，バスケットボールの授業における学習者

のボールを持たないときの動きの実態を明らかにした．その結果，分業に基づくボールゲーム

の戦術アプローチは，学習者の理解を促進する有効な指導法であることが明らかになった． 
  
研究成果の概要（英文）：In this research, validity of tactical approaches in teaching 
ballgames based on role division were made clear, through analysis about learners’ game 
understanding, physical competence and tactical decision-making competency. At first, 
development of players’ tactical decision-making competency during game play was 
compared between conventional teaching based on task games and an approach based on 
role division. Moreover, novice learners’ “off the ball movements” were examined in 
basketball classes. As a result, it became clear that the tactical approaches in teaching 
ballgames based on role division were effective method of instruction which promotes a 
student's understanding. 
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１．研究開始当初の背景 
 従来の我が国における体育授業では，基本
的な技術の習得が目指された後，ゲームを実
施するというボールゲームの単元の構成が
見られた．また，近年，欧米を中心とする構
成主義的な戦術アプローチが趨勢になって

いるが，このアプローチも，戦術的課題を指
導者側があらかじめ用意し，網羅し，指導し
ている時点で，かつての指導が「技術とゲー
ムの乖離」を見たように，「戦術的課題とゲ
ームの乖離」が生じている．つまり，ボール
操作や動きの習得を，簡易化されたゲームで
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繰り返すことが，従来の「基本的な技術習得
からゲームへ」，という単元の流れに回帰し
ていく可能性があるということなのである．
例えば，３対３や３対２などの「簡易化され
たゲーム」が展開される実践がみられるよう
になったが，これは「ゲーム」と捉えるより
も，少々，情況が複雑になった動き習得のた
めの「ドリルゲーム」ではないかとの疑問も
沸く．ここに，学習者の視点に立ち，学習内
容が学習者の現状から乖離しない新しいボ
ールゲームの戦術アプローチの必要性が生
じた． 
 
２．研究の目的 
 もし，学習者の視点に立ち，構成主義的観
点に立つのであれば，戦術的課題も，学習者
がリアルに体験するゲームの対決情況の中
で立ち現われてくるはずである．加えて，ボ
ールを受けるための動きをユニバーサルな
技術として学習者全員に一斉指導すること
にも矛盾がある．なぜなら，ボールゲームと
いうのは，ゴール（得点獲得）に向けて，複
数人のプレイヤーが役割を分担しながら目
標達成を企図する試み，すなわち，分業から
なっているからである．したがって，与えら
れた役割に必要な課題から学習していきな
がら，いずれはゲーム全体に思いを致すとい
った理解が自然である．このことは言語の習
得で考えればわかりやすい．人間は自分と相
手という一人称と二人称の関係の中で意味
を生成し，言語を習得する．三人称的な「い
ま」「ここ」に「ない」情況に理念的にかか
わるのは，発達上はかなり後の話である．し
かし，一人称と二人称の関係を無視し，どの
ような関係も想定した文法規則から言語の
指導を行ったかつての我が国の英語教育が，
義務教育から大学まで進学しても英会話が
できない若者を量産したことは記憶に新し
い．ゲームに必要なユニバーサルな動きを一
斉に学習するというのは，ゲームを文法から
学習することに等しく，技能の低い者への負
担が大きすぎる． 
 そこで，分業に基づき，個々のプレイヤー
に立ち現れる個別の課題に取り組みながら
ゲームの理解を深めるボールゲームの授業
を検討することを目的とした． 
 このような目的を達成するために，以下の
ような研究課題を設定した． 
(1)分業に基づくボールゲームの単元を立案
し，効果を検討した．  
(2)従来の簡易化されたタスクゲームによる
トレーニングと，ゲーム構造をあまり破壊し
ないで役割意識を強く持たせてゲームを繰
り返すトレーニングを用い，効果を比較検討
した．  
(3)小学校の体育授業におけるボールを持た
ないときの動き（Off the ball movements）

の現状を把握するために，体育授業における
実態調査を実施した． 
(4)分業フリーの状態から分業を発展させて
いくベースボール型ゲームの戦術アプロー
チを立案し，実践的検討を行った． 
 
３．研究の方法 
(1)シュート成功率の低い体育授業でのバス
ケットボール単元に焦点を当て，シュート確
率の把握から攻防分業による合理化，役割取
得によるプレイ中の目的意識の明確化を狙
った戦術アプローチを開発し，学習者の授業
を通しての気づきの深まりや運動有能感，戦
術的情況判断能（Tactical Decision-making 
Competency）の変化に関する基礎情報を得
ることにした．このことは，学習記録等の言
語的情報も参照するため，主に中学生の体育
授業により検証した． 
 また，開発した戦術アプローチのコンセプ
ト，および，同指導法を実践する場合に，学
習者のゲームへの参加感を意味付けするた
めの鍵になるコンセプトを米国健康体育レ
クレーションダンス連合（AAHPERD）の年
次大会ポスターセッションにおいて発表し，
米国の研究者並びに小，中，高の教師と情報
交換した． 
(2)高校生のサッカー部員を被験者に，米国の
グリフィンらにより提唱されているゲーム
課題の誇張，ゲームの簡易化等に基づくタス
クゲームと，ゲームをあまり修正しないが，
役割意識を常に持たせながらゲームを繰り
返す方法とを比較した．統制群として，役割
については一切条件づけをしないでゲーム
を繰り返す群を用い，トレーニング前後の運
動有能感と TDC の変化を検証した． 
(3)小学校６年生のバスケットボール単元（全
９回）において分業に基づく戦術アプローチ
を実施し，５対５，あるいは４対４のゲーム
を VTR に撮影し，小学生のボールを持たな
いときの動き（Off the ball movements）の
現状を把握した．授業の第４回と第７回に実
施したゲームを，バスケットボール経験者５
名に観察させ，ボールをもたないときの動き
（主に，ボールを受けようとするときの動
き）について，出現頻度を記録させた．ただ
し，中学生の同様の授業でも，ボールを持た
ないときの動きは，競技レベルが高い競技者
に比して，明確にはならないことが報告され
ているので，ボールを持たないときの動きの
分析視点を，①防御を振り払う動き，②踏み
出し，軽微な移動，併走，③意志表示有り，
の３点に設定した． 
(4)分業フリーの状態から，徐々に役割取得を
していく小中学校のベースボール型ゲーム
の実践開発を企図した．小学校のベースボー
ル型ゲームの予備調査から，最小限のタスク
ゲームと投げ当て等のルールの工夫により，



 

 

徐々に役割を取得していくベースボール型
ゲームの単元開発を実施し，中学校体育に応
用する調査を行った．実践の有効性の検証は，
VTR 分析，インフォーマルインタビュー等に
より学習者の行為の発展を質的に検討した． 
４．研究成果 
(1) 分業に焦点化したのは，ゲーム中に「ど
う動いていいかわからない」という学習者の
大半が，「動き方」がわからないのではなく，
「自分が何をするためにゲームにいるのか」
という，ゲーム中での自分自身の存在目的が
わからないからと想定したためである． 
 近年のタスクゲーム中心の練習では，役割
フリーな状態で，まさに「動き方」を学ぶも
のである．しかし，ボールゲームは分業，つ
まり個人は何らかの役割に基づいて「動き
方」を選択している．このことに目をつけ，
役割意識がないままコートに入ることがな
いよう工夫した戦術アプローチを企図した
のである． 
 結果，中学１年生に全１１回のバスケット
ボール単元を実施したところ，男女とも運動
有能感，すなわち，バスケットボールの授業
を通して，自身の運動や仲間との関係に自信
をつけた様子がうかがえた．また，ゲーム中
に，仲間や対戦相手等，周囲に対する認識の
広がりも向上することが確認できた． 
 AAHPERD（INDIANA）では，学習者の
ゲームへの「貢献」を評価するというアイデ
アについて発表を行い，具体的な視点の提示
を求められた．この視点の提示については，
翌年の AAHPERD（SAN DIEGO）において，
「迂回」と「直進」という一般用語で，ボー
ルゲームの攻撃行動を説明するというアイ
デアを発表，米国の高校の教諭，並びに韓国
のスポーツ関連大学の研究者に興味を持た
れ，情報交換できた． 
(2)米国のグリフィンらにより提唱された，
課題を誇張したり簡易化したりするタスク
ゲームを用いたケースと，ゲームを大幅に修
正すること無しに，役割意識を強く持たせた
ゲームを繰り返し行うケースを対象に，事前
事後の運動有能感や戦術的情況判断能（TDC）
の得点推移を比較検討し，効果を検証した． 
コントロール群にはポジション非固定で，ラ
ンダムにポジションを変更しながらゲーム
を繰り返す群を用いた． 
 タスクゲーム群は，グリフィンらの提唱す
る TACTICAL GAMES APPROACH に紹介されてい
るサッカーの３対３，２対１のタスクゲーム
を実施する群を設けた． 
 役割意識を強調する群では，フォワード３
名，ミッドフィルダー３名，バックス３名の
単純３層構造で，左右の位置取り等のポジシ
ョニングをすべて固定してゲームを繰り返
す群を設定した． 
 ３群とも，事前事後に岡沢らにより開発さ

れた運動有能感尺度による検査時期を設け，
のちにゲーム期，トレーニング期，ゲーム期
の３つを設けた． TDC は Pagnano- 
Richradson & Henninger (2008)らにより開
発された情況判断の認識の広がりを示す４
つの指標について，ゲーム終了後にプレイヤ
ーに自己評価させた． 
 結果，運動有能感については，「身体的有
能さ」「統制感」「受容感」のいずれについて
も有意な変化は見られなかった． 
 TDC の得点推移については，群の主効果は
見られず，検査時期の主効果のみが有意な得
点の上昇を示した． 
 したがって，短期間のトレーニングでは，
トレーニング方法とプレイヤーのゲーム中
の認識の発達にはそれほど大きな違いがみ
られないことが明らかになった．また，体育
授業におけるミニゲームでは，学習者が 
「どう動いたらいいのか」を十分に認識でき
ないとする報告もあることから，未熟練者が
ほとんどである体育授業では，プレイの選択
肢を限定する役割固定の戦術アプローチの
ほうが，指導の導入には効果的であると考え
られる． 
(3)最後に，役割意識を強調する戦術アプロ
ーチが，「動き方」を取り上げて指導する，
従来のグリフィンらの戦術アプローチと異
なることから，前者の役割意識を強調する戦
術アプローチを実施した場合の，学習者の
「ボールを持たないときの動き（Off the 
ball movements）の実態について調査した．
これは，役割意識を強調したバスケットボー
ルの戦術アプローチを，小学校６年生の児童
を対象に実施し（全９時間），単元後半のチ
ーム対抗戦のあった４時と７時の同一カー
ドを VTR 撮影し，「ボールを持たないときの
動き」を抽出する３つの視点，①防御を振り
払う動き，②踏みだし，軽微な移動，併走，
③意思表示有りにおいて行為を抽出して出
現数の変化を検討した．行為の抽出は，バス
ケットボール のプレイ歴１０年以上の観察
者が，３つの視点に基づき，独立して実施し
た．ゲームは，学級の人数の関係上，５対５
をする対戦と，４対４をする対戦があった． 
 ４時と７時のボールを持たないときの行
為の抽出数の推移を検討した結果，４対４，
５対５の双方において，観察者の行為の抽 
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 ５対５のボール非保持時の行為数推移 
 
出に，共通した傾向は見られず，４対４の事
後においては，観察者 TSと観察者 MA のボー
ルを持たないときの動き（ボール非保持時の
行為）の抽出数に約３倍の開きが出る結果と
なった． 
 つまり，体育授業のバスケットボールゲー
ムでは，そもそも，「ボールを持たないとき
の動き」を第三者が観察，抽出することは極
めて困難であることがわかった．これは，体
育授業のゲームでは，防御する相手の防御法
が未成熟であるため，特段，ボールを受けよ
うとする動きをしなくても，パスをキャッチ
することは可能であることを示している． 
しかし，スローインされるボールを，コー

ト内ではじめにキャッチする役割等が明確
になると，そのボールキャッチ者に限っては，
ボールを受けようとする動きを繰り返した
り，明瞭に第三者が観察可能な動きをするケ
ースがあることもわかった． 

つまり，役割意識を強調する戦術アプロー
チは，「動き方」を取り上げてタスクゲーム
をしたりしないが，授業の実態を見てみると，
スローイン時等，ボールを持たないときの動
きが必要な時には，役割によっては「動き方」
の学習が適宜なされていることが確認され
た． 
(4)小中学校体育のベースボール型ゲームの
単元開発に携わり，中学校のベースボール型
ゲームの単元開発を実施した．満塁からゲー
ムを開始するなどのタスクゲームで，走者経
験を多くさせることと，「投げ当て」という
ボールを走者に直接ぶつけてアウトを取る
ルールを導入するなどして，ゲーム中での学
習者の気づきを観察した． 
すると，「投げ当て」のボールが逸れるこ

とで，走塁阻止に失敗する経験から，学習者
は，各塁の“塁手”の必要性と，フォースア
ウトの確実性を学び，分業フリーの状態から，
徐々に役割を発達させることがわかった． 
以上の研究成果に基づき，ゴール型ゲーム

やベースボール型ゲームにおいて，分業と役
割交代をテーマにした研究報告を掲載した
冊子『学校体育におけるボールゲームの指導
読本』（全 50 頁）を発行（非売品）．2012 年
から上越教育大学・学部ならびに大学院の授

業テキスト，各種授業講習会のテキストとし
て使用している． 
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Convention & Expo in Indianapolis, Indiana, 
Naspe Sports and Physical Education Poster 
Sessions. 2010.3.18. Indianapolis. 
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